
平
成
十
九
年
十
月
五
日
受
領

答

弁

第

五

〇

号

内
閣
衆
質
一
六
八
第
五
〇
号

平
成
十
九
年
十
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鉢
呂
吉
雄
君
提
出
最
近
の
け
ん
銃
発
砲
事
件
等
の
警
察
捜
査
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
鉢
呂
吉
雄
君
提
出
最
近
の
け
ん
銃
発
砲
事
件
等
の
警
察
捜
査
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
「
第
二
事
件
」
は
、
本
年
九
月
十
日
午
後
十
時
こ
ろ
、
北
海
道
亀
田
郡
七
飯
町
の
ホ

テ
ル
前
路
上
に
お
い
て
、
女
性
を
け
ん
銃
で
脅
し
て
車
両
を
奪
う
強
盗
事
件
が
発
生
し
、
翌
十
一
日
午
前
零
時
三
十
五
分
こ

ろ
、
北
海
道
函
館
市
昭
和
町
に
お
い
て
緊
急
配
備
中
の
北
海
道
警
察
函
館
方
面
本
部
地
域
課
の
警
ら
用
無
線
自
動
車
が
当
該

車
両
を
発
見
し
、
停
止
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
当
該
車
両
を
運
転
し
て
い
た
男
（
以
下
「
被
疑
者
」
と
い
う
。
）
が
け
ん
銃
二
発

を
発
射
し
た
の
で
、
警
察
官
が
被
疑
者
に
対
し
て
け
ん
銃
計
五
発
を
発
射
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
の
一
発
が
胸
部
に
命
中

し
、
搬
送
先
の
病
院
で
被
疑
者
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
「
第
一
事
件
」
は
本
年
九
月
十
日
の
午
前
八
時
四
十
分
こ
ろ
、
函
館
駅
駅
員

か
ら
「
函
館
駅
構
内
に
不
審
者
が
い
る
」
と
の
通
報
が
北
海
道
警
察
函
館
方
面
本
部
地
域
課
鉄
道
警
察
隊
に
、
同
日
午
前
九

時
三
十
五
分
こ
ろ
、
一
般
人
か
ら
「
け
ん
銃
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
男
が
い
る
」
と
の
通
報
が
同
方
面
函
館
西
警
察

署
函
館
駅
前
交
番
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
ら
れ
、
捜
索
活
動
や
聞
き
込
み
が
行
わ
れ
た
が
、
不
審
者
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一



�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
北
海
道
警
察
に
お
い
て
捜
査
中
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
本
年
九
月
十
日
午
前
八
時
四
十
分
こ
ろ
、
北
海
道
警
察
函
館
方
面
本
部
地
域
課
鉄
道
警
察
隊
に

お
い
て
函
館
駅
職
員
か
ら
「
不
審
者
が
い
る
」
と
の
通
報
を
受
け
、
同
隊
隊
員
一
名
が
当
該
職
員
か
ら
事
情
聴
取
を
す
る
と

と
も
に
、
函
館
駅
構
内
を
捜
索
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
同
日
午
前
九
時
三
十
五
分
こ
ろ
、
同
方
面
函
館
西
警
察
署
函
館
駅
前
交
番
に
お
い
て
一
般
人
か
ら
「
け
ん
銃
の
よ

う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
男
が
い
る
」
と
の
通
報
を
受
け
、
同
日
午
前
九
時
三
十
八
分
こ
ろ
、
同
署
刑
事
第
二
課
長
は
、
同

交
番
の
勤
務
員
二
名
及
び
同
署
員
七
名
を
指
揮
し
て
函
館
駅
構
内
及
び
同
駅
周
辺
の
捜
索
及
び
聞
き
込
み
を
実
施
さ
せ
た

が
、
不
審
者
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
日
午
前
十
時
七
分
こ
ろ
、
同
方
面
本
部
捜
査
課
機
動
捜
査
班
員
五
名
も
函
館
駅
に
臨
場
し
、
函
館
駅
構
内
、

周
辺
駐
車
場
等
を
捜
索
し
た
が
、
不
審
者
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

二



北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
「
第
一
事
件
」
に
関
す
る
初
動
捜
査
の
内
容
は
、
二
名
の
通
報
者
か
ら
の
詳
細
な
事

情
聴
取
、
函
館
駅
構
内
、
同
駅
周
辺
等
に
お
け
る
不
審
者
の
捜
索
及
び
聞
き
込
み
等
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
具
体
的
な
捜
査
内

容
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
種
の
犯
罪
を
企
図
す
る
者
が
対
抗
措
置
を
と
る
な
ど
、
今
後
の
犯

罪
の
捜
査
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
北
海
道
警
察
函
館
方
面
本
部
地
域
課
鉄

道
警
察
隊
及
び
捜
査
課
並
び
に
同
方
面
函
館
西
警
察
署
に
お
い
て
、
二
名
の
通
報
者
か
ら
の
事
情
聴
取
、
函
館
駅
構
内
、
同

駅
周
辺
等
に
お
け
る
不
審
者
の
捜
索
及
び
聞
き
込
み
等
を
実
施
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
参
考
人
か
ら
聴
取
し
て
い
る
情
報
の
有
無
、
内
容
等
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
捜
査
活
動
へ
の
協
力

が
得
に
く
く
な
る
な
ど
、
今
後
の
犯
罪
の
捜
査
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
は
、
北
海
道
警
察
に
よ
る
御
指
摘
の
「
第
一
事
件
」
の
初
動
捜
査
は
、
適
正
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て

三



い
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
れ
ば
、
本
年
九
月
十
日
午
前
八
時
四
十
分
こ
ろ
、
北
海
道
警
察
函
館
方
面
本
部
地
域
課
鉄
道
警
察
隊
に

お
い
て
函
館
駅
職
員
か
ら
「
不
審
者
が
い
る
」
と
の
通
報
を
受
け
、
同
隊
隊
員
一
名
が
当
該
職
員
か
ら
事
情
聴
取
を
す
る
と

と
も
に
、
函
館
駅
構
内
を
捜
索
し
た
こ
と
、
同
日
午
前
九
時
三
十
五
分
こ
ろ
、
同
方
面
函
館
西
警
察
署
函
館
駅
前
交
番
に
お

い
て
一
般
人
か
ら
「
け
ん
銃
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
男
が
い
る
」
と
の
通
報
を
受
け
、
同
日
午
前
九
時
三
十
八
分
こ

ろ
、
同
署
刑
事
第
二
課
長
が
、
同
交
番
の
勤
務
員
二
名
及
び
同
署
員
七
名
を
指
揮
し
て
函
館
駅
構
内
及
び
同
駅
周
辺
の
捜
索

及
び
聞
き
込
み
を
実
施
さ
せ
た
が
、
不
審
者
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
同
日
午
前
十
時
七
分
こ
ろ
、
同
方
面
本
部

捜
査
課
機
動
捜
査
班
員
五
名
も
函
館
駅
に
臨
場
し
、
函
館
駅
構
内
、
周
辺
駐
車
場
等
を
捜
索
し
た
が
、
不
審
者
の
発
見
に
は

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
報
道
機
関
に
発
表
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
北
海
道
警
察
に
よ
れ
ば
、
今
後
の
犯
罪
の
捜
査
に
支
障
の
生
じ
な

い
範
囲
で
御
指
摘
の
「
第
一
事
件
」
に
関
す
る
初
動
捜
査
に
つ
い
て
報
道
機
関
に
発
表
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四



�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
に
よ
る
け
ん
銃
押
収
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
は
千
六
百
七
十
二
丁
、
平
成
六
年
は
千
七
百
四
十
七
丁
、
平
成
七

年
は
千
八
百
八
十
丁
、
平
成
八
年
は
千
五
百
四
十
九
丁
、
平
成
九
年
は
千
二
百
二
十
五
丁
、
平
成
十
年
は
千
百
四
丁
、
平
成

十
一
年
は
千
一
丁
、
平
成
十
二
年
は
九
百
三
丁
、
平
成
十
三
年
は
九
百
二
十
二
丁
、
平
成
十
四
年
は
七
百
四
十
七
丁
、
平
成

十
五
年
は
七
百
八
十
五
丁
、
平
成
十
六
年
は
六
百
一
丁
、
平
成
十
七
年
は
四
百
八
十
九
丁
及
び
平
成
十
八
年
は
四
百
五
十
八

丁
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
に
よ
る
暴
力
団
構
成
員
又
は
準
構
成
員
か
ら
の
け
ん
銃
押
収
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
は
千
百
九
十
六
丁
、
平
成

六
年
は
千
二
百
四
十
二
丁
、
平
成
七
年
は
千
三
百
九
十
六
丁
、
平
成
八
年
は
千
三
十
五
丁
、
平
成
九
年
は
七
百
六
十
一
丁
、

平
成
十
年
は
五
百
七
十
六
丁
、
平
成
十
一
年
は
五
百
八
十
丁
、
平
成
十
二
年
は
五
百
六
十
四
丁
、
平
成
十
三
年
は
五
百
九
十

一
丁
、
平
成
十
四
年
は
三
百
二
十
七
丁
、
平
成
十
五
年
は
三
百
三
十
四
丁
、
平
成
十
六
年
は
三
百
九
丁
、
平
成
十
七
年
は
二

百
四
十
三
丁
及
び
平
成
十
八
年
は
二
百
四
丁
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

五



法
務
省
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
。
以
下
「
銃
刀
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
一
条
の
五
の
規
定
を
適
用
し
た
件
数
は
、
平
成
十
三
年
は
九
十
二
件
、
平
成
十
四
年
は
五
十
九
件
、
平
成
十

五
年
は
五
十
件
、
平
成
十
六
年
は
五
十
八
件
、
平
成
十
七
年
は
五
十
六
件
及
び
平
成
十
八
年
は
三
十
九
件
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
け
ん
銃
の
所
有
者
を
見
逃
し
、
け
ん
銃
だ
け
を
提
出
」
さ
せ
た
事
件
に
つ
い
て
、
銃
刀
法
第
三
十
一
条
の
五

の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
件
数
に
は
、
御
指
摘
の
「
首

な
し
け
ん
銃
」
の
件
数
は
含
ま
れ
な
い
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

ま
ん

警
察
庁
と
し
て
は
、
平
成
五
年
以
後
、
警
察
内
部
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
風
潮
が
蔓
延
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

近
年
、
け
ん
銃
の
押
収
丁
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
背
景
に
は
、
暴
力
団
等
の
犯
罪
組
織
が
違
法
銃
器
の
隠
匿
、
密
輸
、
密

売
等
の
方
法
を
巧
妙
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
一
部
の
暴
力
団
に
お
い
て
、
当
該
暴
力
団
の
構
成
員
に
対
し
、
警
察
官

と
の
接
触
を
禁
止
す
る
な
ど
の
対
抗
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
警
察
の
現
場
に
お
け
る
け
ん
銃
に
係
る
捜
査
を
め
ぐ

六



る
環
境
が
従
前
に
も
増
し
て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
部
の
指
定
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三

条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
当
該
指
定
暴
力
団
の
構
成
員
に
対
し
、
警
察

官
と
接
触
し
、
又
は
警
察
官
を
当
該
指
定
暴
力
団
の
事
務
所
に
入
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

現
在
の
警
察
の
捜
査
力
を
過
去
と
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
近
年
、
け
ん
銃
に
係
る
捜
査
に
お
け
る
情
報
収
集

等
が
困
難
化
し
て
い
る
背
景
に
は
、
暴
力
団
等
の
犯
罪
組
織
が
違
法
銃
器
の
隠
匿
、
密
輸
、
密
売
等
の
方
法
を
巧
妙
化
さ
せ

て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
一
部
の
暴
力
団
に
お
い
て
、
当
該
暴
力
団
の
構
成
員
に
対
し
、
警
察
官
と
の
接
触
を
禁
止
す
る
な
ど

の
対
抗
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
警
察
の
現
場
に
お
け
る
け
ん
銃
に
係
る
捜
査
を
め
ぐ
る
環
境
が
従
前
に
も
増
し
て

厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
警
察
官
又
は
元
警
察
官
が
け
ん
銃
に
係
る
捜
査
に
伴
う
違
法
行
為
に
よ
り

七



検
察
官
に
送
致
さ
れ
た
事
件
の
数
は
、
当
該
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
年
別
で
は
、
平
成
七
年
は
愛
媛
県
警
察
で
一
件
、
島
根

県
警
察
で
一
件
、
群
馬
県
警
察
で
一
件
及
び
長
崎
県
警
察
で
一
件
、
平
成
八
年
は
警
視
庁
で
一
件
、
平
成
九
年
は
北
海
道
警

察
で
一
件
、
平
成
十
三
年
は
大
阪
府
警
察
で
一
件
及
び
愛
知
県
警
察
で
一
件
並
び
に
平
成
十
四
年
は
奈
良
県
警
察
で
一
件
で

あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
事
件
に
関
し
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
警
察
職
員
の
数
は
、
平
成
七
年
の
事
件
に
つ

い
て
は
、
愛
媛
県
警
察
で
七
人
、
島
根
県
警
察
で
三
人
、
群
馬
県
警
察
で
十
人
及
び
長
崎
県
警
察
で
八
人
、
平
成
八
年
の
事

件
に
つ
い
て
は
警
視
庁
で
五
人
、
平
成
九
年
の
事
件
に
つ
い
て
は
北
海
道
警
察
で
二
人
、
平
成
十
三
年
の
事
件
に
つ
い
て
は

愛
知
県
警
察
で
三
人
並
び
に
平
成
十
四
年
の
事
件
に
つ
い
て
は
奈
良
県
警
察
で
一
人
で
あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
事
件
に
関
し
て
起
訴
さ
れ
た
警
察
官
又
は
元
警
察
官
の
数
は
、
平
成
七
年
の
事
件

に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
警
察
で
三
人
、
群
馬
県
警
察
で
一
人
及
び
長
崎
県
警
察
で
一
人
並
び
に
平
成
十
四
年
の
事
件
に
つ
い

て
は
奈
良
県
警
察
で
一
人
で
あ
る
。
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�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

不
適
正
事
案
に
関
す
る
処
分
は
、
事
実
に
即
し
て
厳
正
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
現
場
の
警
察
官
の
士
気

を
低
下
さ
せ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
に
お
け
る
従
前
の
組
織
犯
罪
対
策
は
、
暴
力
団
対
策
に
つ
い
て
は
暴
力
団
対
策
部
門
が
、
薬
物
及
び
銃
器
に
関
す
る

犯
罪
の
取
締
り
に
つ
い
て
は
生
活
安
全
部
門
が
、
来
日
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の
取
締
り
に
つ
い
て
は
そ
の
罪
種
ご
と
に
複
数

の
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
所
掌
し
て
い
た
が
、
暴
力
団
、
薬
物
及
び
銃
器
の
密
輸
密
売
組
織
、
来
日
外
国
人
犯
罪
組
織
等
の
犯
罪

組
織
が
相
互
に
複
雑
か
つ
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
犯
罪
を
敢
行
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
犯

罪
組
織
に
よ
る
犯
罪
の
取
締
り
を
一
元
的
に
所
掌
し
、犯
罪
組
織
の
実
態
等
を
見
据
え
た
総
合
的
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
十
六
年
四
月
に
警
察
庁
刑
事
局
に
組
織
犯
罪
対
策
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
も
組
織
犯
罪

対
策
に
関
す
る
統
一
的
な
取
組
を
行
う
た
め
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
、
け
ん
銃
の
押
収
丁
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
暴
力
団
対
策
部
門
と
銃
器
対
策
部
門
と
の
間

九



で
情
報
共
有
等
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
組
織
的
管
理
に
係
る
け
ん
銃
の
連
続
的
な
摘
発
、
暴
力
団
が
管
理

す
る
銃
器
の
摘
発
を
端
緒
と
し
た
当
該
暴
力
団
の
壊
滅
等
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
組
織
犯
罪
対
策
と
し
て
、
一
定
の
成
果
が
上

が
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
四
年
に
御
指
摘
の
よ
う
な
業
務
の
移
管
を
行
っ
た
事
実
は
な
い
。

�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

都
道
府
県
警
察
に
お
け
る
け
ん
銃
に
係
る
捜
査
を
担
当
す
る
部
署
と
し
て
は
、
警
察
本
部
に
お
い
て
は
、
警
視
庁
に
あ
っ

て
は
組
織
犯
罪
対
策
部
に
、
道
府
県
警
察
に
あ
っ
て
は
刑
事
部
に
組
織
犯
罪
対
策
課
、
薬
物
銃
器
対
策
課
、
暴
力
団
対
策
課

等
の
課
が
置
か
れ
、
警
察
署
に
お
い
て
は
、
刑
事
課
等
の
課
が
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

け
ん
銃
に
係
る
捜
査
に
専
従
し
て
い
る
警
察
官
の
数
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
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�
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
四
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
に
お
け
る
捜
査
費
の
概
算
要
求
の
金
額
は
、
一
定
の
類
型
の
犯
罪
捜
査
に
必
要
と
さ
れ
る
捜
査
費
の
金
額
を
合
算

す
る
の
で
は
な
く
、
過
去
の
捜
査
費
全
体
の
予
算
額
、
執
行
額
等
を
勘
案
し
て
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
け
ん
銃
摘
発
に

必
要
と
さ
れ
た
捜
査
費
の
予
算
額
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
け
ん
銃
摘
発
は
、
特
定
の
捜
査
活
動
の
み
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
捜
査
活
動
が
相
互
に
複
雑

か
つ
密
接
な
関
連
を
有
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
け
ん
銃
摘
発
に
必
要
と
さ
れ
た
捜
査
費
の
執
行
額
を
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

�
の
四
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
の
四
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
警
察
庁
に
お
け
る
捜
査
費
の
概
算
要
求
の
金
額
は
、
一
定
の
類
型

の
犯
罪
捜
査
に
必
要
と
さ
れ
る
捜
査
費
の
金
額
を
合
算
す
る
の
で
は
な
く
、
過
去
の
捜
査
費
全
体
の
予
算
額
、
執
行
額
等
を

勘
案
し
て
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
け
ん
銃
摘
発
に
必
要
な
捜
査
費
の
概
算
要
求
の
金
額
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

一
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�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
お
い
て
、
け
ん
銃
摘
発
に
必
要
な
経
費
の
全
て
と
そ
れ
以
外
の
経
費
を
区
分
し
て
お

示
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
で
は
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
、
広
く
国
民
に
銃
器
犯
罪
に
関
す
る
情
報
提
供
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国

共
通
番
号
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
定
し
て
銃
器
に
関
す
る
通
報
を
受
け
付
け
、
事
件
の
検
挙
に
至
る
有
力
な
情
報
の
提
供

者
に
対
し
、
情
報
の
内
容
や
捜
査
へ
の
協
力
の
度
合
い
に
応
じ
て
報
奨
金
を
支
払
う
制
度
（
以
下
「
報
奨
制
度
」
と
い
う
。
）

を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
は
、
一
部
の
暴
力
団
に
お
い
て
、
当
該
暴
力
団
の
構
成
員
に
対
し
、
警
察
官
と
の
接
触
を
禁
止
す
る
な
ど

の
対
抗
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
銃
器
犯
罪
に
関
す
る
情
報
収
集
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
く
国
民
に

銃
器
犯
罪
に
関
す
る
情
報
提
供
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

一
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警
察
庁
と
し
て
は
、
報
奨
金
の
支
払
い
に
は
、
捜
査
費
を
充
て
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
お
い
て
、
報
奨
制
度
の
導
入
を
理
由
と
す
る
捜
査
費
の
増
額
は
要
求
し
て
い
な
い
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
は
、
報
奨
制
度
は
、
被
疑
者
を
検
挙
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
銃
器
犯
罪
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
対
す
る

謝
礼
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
懸
念
は
生
じ
に
く
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

報
奨
金
は
、
個
別
の
情
報
や
事
案
の
内
容
等
に
応
じ
、
情
報
提
供
者
が
事
件
の
共
犯
被
疑
者
で
あ
る
な
ど
不
適
切
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
支
払
わ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

報
奨
制
度
に
お
い
て
は
、
被
疑
者
が
検
挙
さ
れ
た
事
件
に
限
り
報
奨
金
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘

の
よ
う
な
お
そ
れ
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

報
奨
制
度
は
、
現
場
の
警
察
官
に
よ
る
銃
器
犯
罪
に
関
す
る
情
報
収
集
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
広
く
国
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民
に
銃
器
犯
罪
に
関
す
る
情
報
提
供
を
促
す
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

必
ず
し
も
現
場
の
警
察
官
の
捜
査
能
力
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
の
四
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
報
奨
制
度
の
国
民
へ
の
浸
透
の
度
合
い
等
に
も
よ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
が
各
都
道
府
県
警
察
か
ら
報
告
を
受
け
た
御
指
摘
の
告
訴
又
は
告
発
事
件
の
受
理
件
数
は
、北
海
道
警
察
で
二
件
、

山
形
県
警
察
で
一
件
、
福
島
県
警
察
で
二
件
、
茨
城
県
警
察
で
一
件
、
警
視
庁
で
六
件
、
新
潟
県
警
察
で
一
件
、
長
野
県
警

察
で
一
件
、
静
岡
県
警
察
で
一
件
、
富
山
県
警
察
で
一
件
、
福
井
県
警
察
で
一
件
、
愛
知
県
警
察
で
一
件
、
大
阪
府
警
察
で

四
件
、
鳥
取
県
警
察
で
一
件
、
岡
山
県
警
察
で
一
件
、
愛
媛
県
警
察
で
一
件
、
高
知
県
警
察
で
一
件
、
福
岡
県
警
察
で
一
件
、

熊
本
県
警
察
で
一
件
及
び
沖
縄
県
警
察
で
一
件
で
あ
る
。

な
お
、
警
察
庁
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
、
御
指
摘
の
着
服
に
係
る
事
件
と
し
て
、
北
海
道
警
察
で
七
件
、
宮
城
県
警
察
で

二
件
、
秋
田
県
警
察
で
二
件
、
福
島
県
警
察
で
三
件
、
埼
玉
県
警
察
で
二
件
、
警
視
庁
で
一
件
、
新
潟
県
警
察
で
一
件
、
長

一
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野
県
警
察
で
一
件
、
石
川
県
警
察
で
二
件
、
三
重
県
警
察
で
一
件
、
京
都
府
警
察
で
一
件
、
大
阪
府
警
察
で
一
件
、
岡
山
県

警
察
で
一
件
、
広
島
県
警
察
で
一
件
、
徳
島
県
警
察
で
一
件
、
香
川
県
警
察
で
一
件
、
高
知
県
警
察
で
二
件
、
長
崎
県
警
察

で
一
件
、
熊
本
県
警
察
で
二
件
、
大
分
県
警
察
で
一
件
、
宮
崎
県
警
察
で
一
件
及
び
鹿
児
島
県
警
察
で
一
件
を
検
察
庁
に
送

付
又
は
送
致
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
事
件
の
う
ち
、
そ
の
処
分
結
果
を
把
握
で
き
る
も
の
は
、
起
訴
さ
れ
た
も
の

が
三
十
件
、
不
起
訴
と
さ
れ
た
も
の
が
十
九
件
で
あ
る
。

な
お
、
都
道
府
県
警
察
が
捜
査
中
の
事
件
は
四
件
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

札
幌
西
社
会
保
険
事
務
所
長
は
、
札
幌
西
社
会
保
険
事
務
所
の
国
民
年
金
保
険
料
収
納
指
導
員
が
平
成
十
四
年
四
月
か
ら

同
年
七
月
に
か
け
て
被
保
険
者
三
十
四
名
か
ら
受
領
し
た
保
険
料
合
計
約
二
百
七
十
万
円
を
業
務
上
横
領
し
た
と
し
て
、
同

年
八
月
に
同
人
を
懲
戒
免
職
と
し
、
同
年
九
月
に
札
幌
方
面
中
央
警
察
署
長
に
告
訴
し
た
。
北
海
道
警
察
で
は
、
所
要
の
捜

査
を
行
い
、
平
成
十
九
年
九
月
十
二
日
に
札
幌
地
方
検
察
庁
へ
当
該
事
件
を
送
付
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

一
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な
お
、
当
該
事
件
に
係
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
被
告
訴
人
か
ら
全
額
の
弁
済
を
受
け
た
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
関
係
者
か
ら
の
聴
取
等
事
案
の
解
明
に
必
要
な
証
拠
の
収
集
の
た
め
、
所
要
の
期
間
を
要
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
告
訴
又
は
告
発
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
の
犯
罪
事
実
以
外
の
犯
罪
が
な
い
か

ど
う
か
な
ど
に
注
意
し
つ
つ
、
速
や
か
に
捜
査
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
告
訴
又
は
告
発
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
に
は
六
百
三
十
一
件
を
受
理
し
て
五
百
七
十
四
件

を
処
理
し
、
平
成
十
五
年
に
は
六
百
八
十
一
件
を
受
理
し
て
六
百
七
十
四
件
を
処
理
し
、
平
成
十
六
年
に
は
五
百
六
十
七
件

を
受
理
し
て
五
百
八
十
四
件
を
処
理
し
、
平
成
十
七
年
に
は
六
百
二
十
四
件
を
受
理
し
て
六
百
三
十
二
件
を
処
理
し
、
平
成

十
八
年
に
は
八
百
七
十
件
を
受
理
し
て
八
百
五
十
二
件
を
処
理
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
六



北
海
道
警
察
に
よ
る
と
、
受
理
し
た
告
訴
又
は
告
発
で
送
付
等
に
至
っ
て
い
な
い
事
件
は
、
平
成
十
九
年
九
月
末
現
在
で

百
四
十
七
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
受
理
し
た
時
点
か
ら
経
過
し
た
期
間
が
五
年
以
上
で
あ
る
も
の
は
十
三
件
、
三
年
以
上
五
年

未
満
で
あ
る
も
の
は
十
七
件
、
一
年
以
上
三
年
未
満
で
あ
る
も
の
は
三
十
一
件
及
び
一
年
未
満
で
あ
る
も
の
は
八
十
六
件
と

の
こ
と
で
あ
る
。

�
の
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

北
海
道
公
安
委
員
会
に
よ
る
と
、
同
公
安
委
員
会
に
対
し
て
申
出
の
あ
っ
た
告
訴
又
は
告
発
に
関
す
る
苦
情
の
件
数
は
、

平
成
十
四
年
は
六
件
、
平
成
十
五
年
は
三
件
、
平
成
十
六
年
は
四
件
、
平
成
十
七
年
は
一
件
及
び
平
成
十
八
年
は
三
件
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
七


